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尾
崎
士
郎
は
明
治
四
十
三
年
四
月
、
愛
知
県
立
第
二
中
学
校
に
入
学
し
た
。

同
校
の
歴
史
と
伝
統
は
現
在
、
愛
知
県
立
岡
崎
高
等
学
校
に
継
承
さ
れ
、
近
年

は
東
大
進
学
者
が
公
立
で
は
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
校
と
し
て
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。
同
校
は
創
立
9
0
周
年
を
迎
え
た
昭
和
六
十
一
年
に
、
記
念
事
業
と

し
て
『
愛
知
二
中
／
岡
崎
中
学
　
岡
崎
高
校
九
十
年
史
』
（
以
下
『
九
十
年
史
』
）

を
刊
行
し
、
卒
業
生
で
あ
る
尾
崎
士
郎
の
代
表
作
『
人
生
劇
場
』
の
文
学
碑
を

校
内
の
一
隅
に
建
立
し
た
。
今
年
（
平
成
二
十
一
年
）
六
月
に
日
本
近
代
文
学

会
東
海
支
部
編
『
〈
東
海
V
を
読
む
』
（
風
媒
社
刊
）
に
尾
崎
士
郎
の
生
家
の
没

落
に
つ
い
て
書
い
た
の
で
本
稿
で
は
中
学
時
代
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

　
『
九
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
愛
知
県
立
第
二
中
学
校
は
明
治
二
十
九
年
四

月
、
「
愛
知
県
第
二
尋
常
中
学
校
」
と
し
て
開
校
し
、
三
十
二
年
に
「
愛
知
県
第

二
中
学
校
」
と
改
称
し
た
が
、
三
十
四
年
に
は
「
県
立
」
を
付
し
て
「
愛
知
県

立
第
二
中
学
校
」
と
し
た
。
さ
ら
に
大
正
十
一
年
に
は
、
県
下
各
地
で
中
学
校

開
設
の
気
運
が
生
じ
た
の
を
受
け
て
、
県
立
中
学
校
は
原
則
と
し
て
所
在
地
の

名
を
冠
し
た
名
称
と
す
る
と
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
「
県
立
」
を
削
除
し
「
愛
知

県
岡
崎
中
学
校
」
と
し
た
。
そ
し
て
戦
後
の
学
制
改
革
で
昭
和
二
十
三
年
に
新

制
高
校
が
発
足
し
、
現
在
の
「
愛
知
県
立
岡
崎
高
等
学
校
」
と
な
っ
た
。

　
愛
知
県
第
二
尋
常
中
学
校
開
校
以
前
は
、
愛
知
県
の
県
立
中
学
校
は
明
治
十

年
開
校
の
「
愛
知
県
中
学
校
」
（
後
に
第
一
中
学
校
と
な
る
）
の
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
第
二
中
学
校
が
開
設
さ
れ
て
四
年
後
の
三
十
三
年
に
は
第
三
中
学
校

が
津
島
に
、
第
四
中
学
校
が
豊
橋
に
開
校
さ
れ
、
県
下
全
域
に
中
学
校
が
設
置

さ
れ
た
。
『
九
十
年
史
』
に
は
明
治
三
十
九
年
の
県
立
中
学
校
の
生
徒
の
（
一
中

か
ら
四
中
）
の
出
身
地
の
人
数
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
二
中
の
生

徒
は
西
三
河
地
方
出
身
者
が
圧
倒
的
に
多
い
も
の
の
、
尾
張
地
方
や
東
三
河
地

方
か
ら
も
少
な
か
ら
ぬ
生
徒
が
来
て
い
る
の
は
、
一
中
、
二
中
の
歴
史
と
伝
統

の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。

愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
五
号
　
二
〇
一
〇
・
三
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－
一
二
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
五
号

　
尾
崎
士
郎
の
入
学
前
後
の
愛
知
二
中
の
全
校
の
定
員
は
六
〇
〇
名
で
、
明
治

四
十
二
年
の
一
年
時
の
志
願
者
数
一
六
六
名
、
入
学
者
数
一
二
七
名
、
全
校
の

生
徒
数
五
四
五
名
。
四
十
三
年
は
志
願
者
数
一
六
六
名
、
入
学
者
数
一
二
八

名
、
全
校
の
生
徒
数
六
〇
四
名
。
四
十
四
年
は
志
願
者
数
二
〇
九
名
、
入
学
者

数
一
六
四
名
、
全
校
の
生
徒
数
五
二
九
名
（
『
九
十
年
史
』
）
で
あ
っ
た
。
教
職

員
数
は
年
度
に
よ
っ
て
多
少
の
変
動
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
『
九
十
年
史
』
に

は
明
治
四
十
五
年
度
の
教
職
員
名
簿
に
、
校
長
を
除
く
教
諭
は
十
九
名
、
教
諭

心
得
・
助
教
諭
心
得
が
七
名
の
他
、
数
名
の
書
記
な
ど
の
名
前
が
載
っ
て
い
・

る
。
校
舎
は
明
治
三
十
年
に
岡
崎
村
戸
崎
に
開
校
時
の
校
舎
か
ら
移
転
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
岡
崎
中
学
校
は
現
在
地
の
岡
崎
市
明
大
寺
町
に
移
転
（
大
正
十

四
年
）
し
た
。

　
尾
崎
士
郎
は
「
人
生
劇
場
・
青
春
篇
」
の
中
で
、
青
成
瓢
吉
が
通
っ
た
中
学

校
の
風
景
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

校
庭
の
白
砂
が
日
光
を
て
り
か
へ
し
て
ゐ
る
。
高
原
の
上
に
そ
び
え
て
ゐ

る
中
学
の
校
舎
の
う
し
ろ
に
は
赤
土
の
肌
を
ム
キ
だ
し
に
し
た
丘
が
ゆ
る

や
か
な
勾
配
を
描
き
、
そ
の
下
は
波
を
う
つ
た
、
や
う
な
桑
畑
だ
。
街
道

筋
に
な
つ
て
ゐ
る
正
面
の
前
の
道
は
か
さ
か
さ
に
乾
い
て
、
岡
崎
の
町
へ

ゆ
く
鉄
道
馬
車
が
鈴
を
な
ら
し
て
と
ほ
る
ご
と
に
白
い
砂
ほ
こ
り
が
砲
煙

の
や
う
に
舞
ひ
あ
が
る
。
し
か
し
、
正
面
の
眺
望
は
青
田
と
桑
畑
の
ほ
か

に
は
眼
を
さ
へ
ぎ
る
も
の
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
『
人
生
劇
場
・
青
春
篇
』
　
文
芸
春
秋
新
社
　
昭
2
7
・
1
0
）

二

　
尾
崎
士
郎
は
明
治
四
十
三
年
四
月
に
愛
知
二
中
に
入
学
し
た
と
冒
頭
に
書
い

た
が
、
実
は
一
年
生
の
時
に
落
第
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
翌
四
十
四
年
四
月
に

入
学
し
た
生
徒
と
一
緒
に
進
級
し
、
大
正
五
年
三
月
に
卒
業
し
た
。

　
彼
が
一
年
生
を
落
第
し
た
こ
と
は
、
彼
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

そ
の
最
大
の
影
響
は
落
第
に
よ
っ
て
、
彼
は
雄
弁
家
を
志
願
し
、
政
治
や
新
思

想
に
め
ざ
め
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
落
第
に
よ
っ
て
大
須
賀
健
治
と

同
級
生
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
大
須
賀
と
親
交
し
、
社
会
主
義
へ
の
関
心
を

深
め
て
い
っ
た
。

　
落
第
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
在
学
中
に
徳
川
家
康
の
没
後
三
百

年
祭
が
岡
崎
で
行
わ
れ
、
愛
知
二
中
も
学
友
会
誌
を
記
念
号
と
し
、
尾
崎
士
郎

も
「
徳
川
家
康
公
論
」
を
寄
稿
し
た
。
こ
の
論
文
に
は
彼
の
人
生
観
と
文
学
観

が
表
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
落
第
と
「
徳
川
家
康
公
論
」
に
焦
点
を
あ
て
尾
崎
士
郎
の
中
学
時

代
の
人
間
形
成
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

（一

j

　
尾
崎
士
郎
は
「
雄
弁
家
志
願
」
（
『
雄
弁
』
昭
1
3
・
1
0
）

落
第
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

の
中
で
中
学
時
代
の

私
は
少
年
時
代
か
ら
非
常
な
ド
モ
リ
で
、
友
達
同
志
と
話
を
し
て
ゐ
て
も

満
足
に
物
が
言
へ
な
い
や
う
な
こ
と
が
多
か
つ
た
。
人
と
会
ふ
と
直
ぐ
眞
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赤
に
な
つ
て
へ
ど
も
ど
す
る
癖
が
何
時
の
間
に
か
自
分
を
孤
独
で
引
込
思

案
な
少
年
に
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
（
略
）
今
か
ら
考
へ
る
と
妙

な
話
で
あ
る
が
、
中
学
に
入
つ
た
年
に
私
は
親
戚
の
家
に
寄
食
し
て
、
そ

こ
か
ら
学
校
に
通
つ
て
ゐ
た
。
或
朝
、
い
つ
に
な
く
早
く
眼
を
醒
す
と
、

襖
越
し
に
隣
室
で
話
し
あ
つ
て
ゐ
る
人
の
声
が
聞
え
る
。
「
申
し
分
の
な

い
児
だ
け
ど
、
あ
ん
な
に
ド
モ
リ
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
ん
そ
よ
」
と
伯

母
の
声
で
あ
つ
た
。
（
略
）
嘘
の
や
う
な
話
で
あ
る
が
、
教
室
に
入
つ
て
も

教
師
か
ら
質
問
を
受
け
る
の
が
苦
し
く
、
誰
に
会
つ
て
も
肚
の
底
か
ら
軽

蔑
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
な
気
が
し
て
、
た
つ
た
一
人
で
ポ
ン
ヤ
リ
暮
し
て
ゐ

る
や
う
な
日
が
多
か
つ
た
。
勿
論
ド
モ
リ
だ
け
が
原
因
で
は
な
か
つ
た

が
、
最
初
の
一
年
は
学
業
不
成
績
で
到
頭
落
第
の
悲
運
に
め
ぐ
り
合
ひ
、

父
親
か
ら
は
小
僧
に
行
け
と
言
は
れ
、
散
々
叱
り
つ
け
ら
れ
た
の
を
母
親

の
佗
び
で
兎
も
角
も
、
も
う
一
度
学
校
に
行
く
こ
と
を
許
さ
れ
る
や
う
に

な
つ
た
が
、
し
か
し
中
学
時
代
の
落
第
生
と
い
ふ
も
の
は
実
に
み
じ
め
な
・

も
の
で
、
新
入
生
達
が
着
物
を
着
て
登
校
し
て
来
る
の
に
交
つ
て
、
自
分

だ
け
は
一
年
間
着
古
し
た
洋
服
を
来
て
ゐ
る
姿
を
見
る
と
悲
し
さ
で
胸
が

こ
み
あ
げ
て
き
た
の
を
覚
え
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
『
随
筆
集
　
関
ヶ
原
』
　
高
山
書
院
　
昭
1
5
・
1
2
　
所
収
）

　
尾
崎
士
郎
が
愛
知
県
立
第
二
中
学
校
へ
入
学
し
た
明
治
四
十
三
年
年
四
月
の

入
学
者
は
一
二
八
名
。
『
九
十
年
史
』
に
載
っ
て
い
る
「
第
二
中
学
校
の
学
業
成

績
表
」
に
よ
れ
ば
、
一
年
生
は
及
第
が
一
一
一
人
、
落
第
が
一
三
人
と
な
っ
て

尾
崎
士
郎
の
落
第
　
（
都
築
久
義
）

い
る
。
数
名
の
退
学
と
約
一
割
の
落
第
と
い
う
の
は
当
時
と
し
て
は
必
ず
し
も

多
く
は
あ
る
ま
い
。
逆
に
い
え
ば
、
尾
崎
士
郎
に
し
て
み
れ
ば
、
わ
ず
か
一
割

の
落
第
生
の
中
に
自
分
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
口
惜
し
か
っ
た
は
ず
だ
。

口
惜
し
い
と
思
ふ
と
か
う
し
て
は
い
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
気
持
に
な
つ
て
く

る
。
陽
気
の
発
す
る
と
こ
ろ
金
石
も
ま
た
透
る
と
い
ふ
で
は
な
い
か
。
よ

し
、
お
れ
だ
つ
て
や
つ
て
み
せ
る
ぞ
と
私
は
心
に
深
く
誓
つ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
頃
、
英
雄
偉
人
の
伝
記
を
貧
る
や
う
に
読
ん
で
ゐ
た
が
、
少
年

時
代
に
ド
モ
リ
だ
つ
た
人
物
は
ゐ
な
い
か
と
眼
を
皿
の
や
う
に
し
て
探
し

て
も
そ
ん
な
こ
と
は
何
処
に
も
書
い
て
な
か
つ
た
。
と
こ
ろ
が
何
か
の
機

み
で
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
の
伝
記
を
読
ん
だ
と
き
私
は
初
め
て
あ
た
ら
し
い
光

明
に
触
れ
た
や
う
に
胸
を
躍
ら
せ
た
。
い
よ
い
よ
弁
舌
を
練
ら
う
と
決
心

し
た
の
で
あ
る
。
決
心
し
た
以
上
は
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
毎
朝
早
く

起
き
て
、
み
ん
な
が
寝
し
づ
ま
つ
て
ゐ
る
あ
ひ
だ
に
矢
作
古
川
の
堤
防
に

出
て
演
説
の
練
習
を
や
つ
た
も
の
で
あ
る
。
十
四
五
歳
の
頃
だ
か
ら
演
説

と
い
つ
て
も
読
ん
だ
文
章
を
片
つ
ば
し
か
ら
暗
記
し
て
、
そ
い
つ
を
一
気

に
ま
く
し
た
て
る
だ
け
の
こ
と
だ
。

　
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
と
い
え
ば
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
の
雄
弁
家
と
し
て
有
名
な
政
治
か

で
あ
る
が
、
彼
の
伝
記
を
読
ん
で
発
奮
し
た
と
い
う
の
が
、
い
か
に
も
明
治
の

気
骨
あ
る
少
年
ら
し
い
。
こ
う
し
て
弁
舌
に
活
路
を
見
つ
け
、
演
説
の
練
習
に

励
み
、
や
が
て
校
内
の
弁
論
大
会
で
活
躍
し
、
校
内
き
っ
て
の
雄
弁
家
と
し
て

三
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知
ら
れ
て
い
っ
た
。
尾
崎
士
郎
が
演
説
好
き
だ
っ
た
こ
と
は
担
任
の
目
に
も

映
っ
て
い
て
、
学
籍
簿
の
「
生
活
習
慣
・
嗜
好
」
の
項
目
に
は
、
一
年
は
文
学

の
み
だ
が
、
二
年
に
な
る
と
文
学
、
演
説
と
記
載
さ
れ
、
三
年
は
左
に
同
じ
、

四
年
と
五
年
は
演
説
だ
け
と
な
っ
て
い
る
（
拙
著
『
東
海
文
学
紀
行
』
　
中
部
日

本
教
育
文
化
会
　
昭
5
4
・
1
1
）
。
こ
の
よ
う
に
学
籍
簿
を
み
る
と
彼
の
嗜
好
は

四
年
生
、
五
年
生
に
な
っ
て
は
っ
き
り
「
演
説
」
に
向
か
っ
て
い
た
こ
と
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
雄
弁
活
動
を
し
て
い
た
か
の
記
録
は
少
な
く
、

『
九
十
年
史
』
に
は
、
明
治
四
十
五
年
の
学
芸
部
記
録
と
し
て
、
「
当
時
二
年
生

の
士
郎
が
〈
春
季
大
口
演
会
〉
で
〈
剛
健
不
屈
の
精
神
〉
と
題
し
て
弁
舌
を

行
っ
た
こ
と
が
、
『
学
友
』
（
大
正
元
年
）
に
載
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
程

度
だ
。
他
に
は
「
あ
る
と
き
の
弁
論
大
会
場
で
、
士
郎
の
弁
論
の
途
中
で
か
の

〈
マ
ン
モ
ス
〉
こ
と
北
岡
教
諭
が
突
然
烈
火
の
ご
と
く
怒
り
だ
し
、
士
郎
を
壇

上
か
ら
引
き
ず
り
お
ろ
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
つ
た
ら
し
い
」
の
記
述
が
あ

る
。　

拙
著
『
実
説
　
人
生
劇
場
』
（
白
馬
出
版
昭
4
7
・
5
）
を
出
版
し
た
折
に
、
中

学
の
同
級
生
の
杉
山
新
樹
氏
（
元
愛
知
教
育
大
学
教
授
）
が
、
「
尾
崎
の
雄
弁
術

よ
り
も
、
尾
崎
の
演
説
の
内
容
が
な
に
か
社
会
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
の
方
が
、

び
っ
く
り
し
た
」
と
語
ら
れ
た
が
、
雄
弁
を
学
ぶ
な
か
で
、
尾
崎
士
郎
が
し
だ

い
に
社
会
問
題
に
関
心
を
持
つ
よ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ

う
。　

折
か
ら
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
全
盛
期
で
新
思
想
を
掲
げ
る
雑
誌
が
輩
出
し
て

四

い
た
が
、
な
か
で
も
中
央
の
み
な
ら
ず
地
方
の
青
年
に
も
人
気
が
あ
っ
た
の
が

『
第
三
帝
国
』
だ
っ
た
。
松
尾
尊
允
の
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
研
究
』
（
青
木

書
店
　
一
九
六
六
・
六
）
に
よ
れ
ば
、
『
第
三
帝
国
』
は
『
万
朝
報
』
の
人
気

者
で
あ
っ
た
茅
原
華
山
を
「
主
盟
」
に
か
つ
い
で
、
石
田
友
治
が
大
正
二
年
十

月
に
創
刊
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
普
通
選
挙
を
主
張
し
て
い
た
が
、

「
新
思
想
を
求
め
る
青
年
イ
ン
テ
リ
は
中
央
に
か
ぎ
ら
ず
地
方
の
中
小
都
市
に

も
農
村
に
も
い
て
、
大
変
な
人
気
を
呼
ん
で
い
た
」
と
い
う
。

　
尾
崎
士
郎
も
ま
さ
に
「
新
思
想
」
を
求
め
る
地
方
の
イ
ン
テ
リ
青
年
と
し
て

『
第
三
帝
国
』
を
購
読
し
投
稿
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
尾
崎
士
郎
の
同
誌
へ
の

投
稿
で
掲
載
さ
れ
た
の
は
三
回
。
最
初
は
大
正
4
年
4
月
5
日
発
行
の
3
6
号
。

投
稿
欄
で
は
な
く
一
般
記
事
と
し
て
「
中
学
と
師
範
の
改
革
」
と
題
さ
れ
て
い

る
。
二
回
目
は
大
正
4
年
9
月
1
日
発
行
の
5
0
号
。
「
帝
国
主
義
者
に
与
ふ
」
、

三
回
目
は
大
正
4
年
H
月
H
日
発
行
の
2
7
号
。
「
孝
の
新
意
義
」
。
後
の
二
篇
は

「
戦
闘
曲
欄
」
と
い
う
投
書
欄
に
載
っ
た
も
の
だ
。

　
「
中
学
と
師
範
の
改
革
」
は
、
正
確
に
い
え
ば
投
書
と
い
う
よ
り
、
茅
原
華

山
に
出
し
た
手
紙
で
あ
る
。
掲
載
文
の
前
書
き
で
華
山
は
「
少
年
に
し
て
高
科

に
登
る
一
の
不
幸
な
り
」
と
い
う
こ
と
と
、
「
没
分
暁
の
教
師
に
危
険
思
想
視
さ

れ
て
は
気
の
毒
」
だ
と
い
う
理
由
で
「
十
八
に
為
る
中
学
生
に
告
げ
ま
す
。
私

は
貴
君
の
名
を
省
き
ま
し
た
」
と
断
っ
た
う
え
で
原
文
を
載
せ
て
い
る
。
標
題

も
華
山
が
つ
け
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
の
名
前
は
載
っ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
が
尾
崎
士
郎
の
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
回
想
記
か
ら
あ

き
ら
か
だ
。
　
尾
崎
は
ま
ず
地
方
の
中
学
生
と
中
学
校
教
育
の
実
情
を
訴
え
て
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い
る
。

地
方
の
中
学
生
は
一
般
に
正
直
で
温
順
で
あ
り
ま
す
。
彼
等
の
頭
脳
は
頻

る
単
純
で
あ
り
ま
す
。
彼
等
は
試
験
を
以
て
彼
等
の
生
活
の
目
標
と
し
て

ゐ
ま
す
。
彼
等
は
教
師
に
対
し
て
、
出
来
る
限
り
の
御
世
辞
を
並
べ
て
其

点
数
の
少
し
で
も
多
か
ら
ん
事
を
望
ん
で
ゐ
ま
す
。
（
略
）
然
し
思
ふ
に

是
等
は
決
し
て
学
生
の
罪
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
専
制
的
H
軍
隊
的
の
学
校

が
試
験
制
度
と
言
ふ
縄
を
以
て
若
い
青
年
の
心
身
を
一
歩
た
り
と
も
外
に

出
す
ま
い
と
努
め
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
（
略
）
又
学
生
は
社
会
通

常
の
事
に
対
し
て
も
其
意
見
を
述
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
況
ん
や
政
治
問

題
に
於
て
を
や
で
す
。
殊
に
軽
薄
に
も
教
師
は
少
し
く
異
つ
た
議
論
を
す

る
者
が
あ
る
と
直
ぐ
に
危
険
思
想
だ
と
申
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
方
の
中
学
生
と
中
学
校
の
教
育
体
制
を
憂
い
、
「
現
代
の
最
大

急
務
は
実
に
中
学
校
の
改
革
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
s
、
吾
に
言
論
の
自
由

を
与
へ
よ
。
青
年
が
時
局
を
論
ず
る
の
が
な
に
が
悪
い
」
と
訴
え
て
い
る
。
『
九

十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
日
露
戦
争
後
の
社
会
主
義
運
動
が
高
揚
し
始
め
た
状
況

の
中
で
、
中
学
校
に
対
し
て
「
生
徒
の
思
想
統
制
や
訓
育
を
徹
底
さ
せ
る
た
め

い
く
つ
か
の
訓
令
が
発
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
。

　
普
通
選
挙
を
主
張
す
る
『
第
三
帝
国
』
の
熱
心
な
読
者
で
あ
っ
た
尾
崎
士
郎

は
、
雑
誌
『
世
界
之
日
本
』
が
創
刊
五
周
年
（
大
正
四
年
七
月
号
）
を
記
念
し

て
募
集
し
た
「
如
何
に
し
て
選
挙
権
を
拡
張
す
べ
き
乎
」
に
も
論
文
を
送
っ
て

尾
崎
士
郎
の
落
第
　
（
都
築
久
義
）

い
る
。
応
募
総
数
三
二
八
篇
の
中
か
ら
優
秀
作
三
篇
が
、
六
月
号
に
掲
載
さ

れ
、
此
の
三
篇
の
中
に
尾
崎
士
郎
の
「
ま
ず
教
へ
よ
」
が
入
っ
た
。
続
い
て
七

月
号
で
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、
尾
崎
は
三
位
に
入
賞
し
た
。

　
「
ま
ず
教
へ
よ
」
は
「
選
挙
権
拡
張
を
為
さ
ん
と
欲
せ
ば
先
ず
其
教
育
制
度

を
改
革
せ
よ
」
と
主
張
し
た
論
文
で
あ
り
、
前
述
の
「
中
学
と
師
範
の
改
革
」

の
延
長
線
に
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
こ
う
。
こ
の
二
論
文
は
尾
崎
が
当

時
の
中
学
校
の
教
育
に
い
か
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
か
を
彷
彿
さ
せ
る
。
普
通

選
挙
に
関
連
す
る
論
文
と
い
え
ば
、
大
正
四
年
九
月
号
『
雄
弁
』
の
「
尾
崎
行

雄
氏
の
為
に
弁
ず
　
　
八
月
号
を
読
み
て
岩
崎
英
祐
君
に
教
ふ
」
も
書
い
て
い

る
。
尾
崎
行
雄
が
ま
ず
帝
国
大
学
、
慶
雁
義
塾
、
早
稲
田
大
学
の
三
大
学
に
選

挙
権
を
与
え
よ
と
唱
え
た
の
に
対
し
て
、
明
治
大
学
の
岩
崎
英
祐
が
明
治
大
学

に
も
与
へ
よ
と
訴
え
た
こ
と
を
、
「
足
下
の
尾
崎
氏
に
与
へ
た
る
一
書
は
余
り

に
感
情
に
過
ぐ
る
事
無
き
乎
」
と
た
し
な
め
た
一
文
で
あ
る
。

　
中
学
時
代
の
普
通
選
挙
運
動
へ
の
関
心
は
、
上
京
し
て
早
稲
田
大
学
に
入
学

す
る
と
実
戦
活
動
に
発
展
し
、
普
通
選
挙
運
動
史
に
尾
崎
士
郎
が
名
を
残
し
た

こ
と
は
別
稿
で
述
べ
る
。

　
『
世
界
之
日
本
』
の
懸
賞
論
文
に
入
賞
し
た
こ
と
は
、
尾
崎
士
郎
の
進
路
に

も
影
響
を
与
え
た
。

「
世
界
之
日
本
」
と
い
ふ
雑
誌
が
政
治
論
文
の
懸
賞
募
集
し
た
と
き
に
私

は
応
募
し
て
二
等
（
注
三
等
）
に
当
選
し
た
。
選
者
は
永
井
柳
太
郎
で
あ

つ
た
。
早
速
永
井
氏
に
あ
て
て
手
紙
を
出
す
と
す
ぐ
に
返
事
が
来
た
。
手

五
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
－
　
第
三
十
五
号

紙
は
五
六
回
往
復
し
た
や
う
に
覚
え
て
ゐ
る
。
私
が
「
文
学
士
」
に
な
ら

う
と
す
る
少
年
の
夢
を
捨
て
て
早
稲
田
大
学
の
政
治
科
に
入
つ
た
の
も
こ

れ
が
動
機
と
な
つ
た
ら
し
い

（「

ｶ
学
以
前
の
私
」
初
出
不
明
　
随
筆
集
　
『
裸
』
金
星
堂
　
昭
1
4
・
7

所
収
）

　
永
井
柳
太
郎
は
尾
崎
士
郎
も
深
く
か
か
わ
っ
た
「
学
校
騒
動
（
大
正
6
年
9

月
）
で
大
学
を
追
わ
れ
、
郷
里
の
金
沢
か
ら
立
候
補
し
て
代
議
士
に
な
っ
た

が
、
学
生
時
代
は
雄
弁
会
を
結
成
し
て
、
早
稲
田
大
学
雄
弁
会
の
伝
統
を
築
い

た
。
尾
崎
士
郎
も
大
学
に
入
学
す
る
と
早
稲
田
大
学
雄
弁
会
で
活
躍
し
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
二
）

尾
崎
士
郎
は
『
私
の
履
歴
書
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
3
8
・
1
0
）

「
岡
崎
中
学
か
ら
の
親
友
だ
っ
た
大
須
賀
健
治
」
に
つ
い
て
ふ
れ
、

の
中
で
、

い
ず
れ
に
し
て
も
大
須
賀
と
の
人
間
関
係
が
、
私
の
思
想
傾
向
を
次
第
に

社
会
主
義
的
な
方
向
に
み
ち
び
い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
大
須
賀
健
治
の
叔
母
が
山
川
均
の
前
妻
で
、
実
家
に
は

く「

､
産
党
宣
言
」
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
「
パ
ン
の
略
取
」
の
翻
訳
や
平
民
新
聞

⊥／、

の
綴
込
、
「
へ
ち
ま
の
花
」
（
後
に
「
新
社
会
」
と
改
題
）
合
本
な
ど
〉
が
あ
り
、

「
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
ん
だ
」
こ
と
が
「
思
想
傾
向
を
次
第
に
社
会
主
義
的
方

向
に
み
ち
び
い
た
」
の
だ
っ
た
。

　
大
須
賀
健
治
は
、
尾
崎
と
同
じ
明
治
三
十
一
年
生
ま
れ
だ
が
、
尾
崎
は
二
月

の
早
生
ま
れ
で
、
大
須
賀
は
八
月
生
ま
れ
だ
っ
た
た
め
、
入
学
は
尾
崎
よ
り
一

年
遅
い
明
治
四
十
四
年
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
来
は
尾
崎
の
方
が
一
年
上
級

生
で
あ
っ
た
が
、
尾
崎
が
一
年
生
を
落
第
し
た
た
め
、
大
須
賀
健
治
と
同
学
年

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
尾
崎
と
大
須
賀
が
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ

た
の
は
五
年
生
の
時
の
よ
う
だ
。
福
岡
寿
一
編
大
須
賀
健
治
著
『
三
河
平
野
』

（
拙
著
『
東
海
文
学
紀
行
』
中
部
日
本
教
育
文
化
会
　
昭
5
4
・
H
　
所
収
）
で

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

尾
関
－
彼
れ
は
五
年
級
に
な
つ
て
ク
ラ
ス
が
同
じ
に
な
る
と
共
に
朝
平

と
よ
き
話
相
手
と
な
り
、
一
方
は
強
い
性
格
の
持
主
、
一
方
は
弱
い
性
格

の
持
主
で
は
あ
つ
た
が
、
強
き
者
も
真
の
心
の
底
に
は
弱
き
も
の
を
蔵
し

て
居
り
、
弱
き
者
も
亦
何
処
か
に
強
い
力
の
閃
き
の
あ
る
こ
と
が
二
人
を

結
び
つ
け
た
。
し
か
し
、
朝
平
は
是
れ
以
上
彼
れ
と
共
に
進
み
得
な
い
こ

と
を
悲
し
ん
だ
が
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
つ
た
。

　
大
須
賀
健
治
の
家
は
岡
崎
に
隣
接
す
る
藤
川
村
で
織
布
工
場
を
営
む
当
地
の

素
封
家
で
あ
っ
た
が
、
社
会
主
義
者
と
し
て
著
名
な
山
川
均
の
亡
妻
里
子
の
実

家
で
も
あ
っ
た
。
大
須
賀
里
子
の
経
歴
は
詳
か
で
な
い
が
、
か
つ
て
拙
著
『
若
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き
日
の
尾
崎
士
郎
』
（
笠
間
書
院
　
昭
5
5
・
1
）
を
執
筆
し
た
際
の
調
査
で
は
、

彼
女
は
明
治
十
四
年
生
ま
れ
で
、
二
十
一
歳
の
頃
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
開
校

（
明
3
3
・
1
2
）
し
た
ば
か
り
の
東
京
女
医
学
校
に
入
学
し
た
も
の
の
、
幸
徳
秋

水
、
堺
利
彦
、
山
川
均
等
の
社
会
主
義
者
が
開
い
て
い
た
金
曜
講
演
会
（
明
治

40

E
9
開
始
）
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
て
彼
ら
と
交
流
を
始
め
、
『
東
京
社
会

新
聞
』
（
明
4
1
・
5
・
5
）
に
よ
れ
ば
「
山
川
均
君
、
今
回
大
須
賀
さ
と
子
女
史

と
結
婚
し
た
」
。
山
川
均
二
十
八
歳
、
里
子
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

結
婚
生
活
も
つ
か
の
ま
、
里
子
は
大
正
二
年
、
三
十
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　
大
須
賀
健
治
は
里
子
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

大
正
二
年
の
今
日
、
山
川
均
氏
の
看
護
を
受
け
つ
つ
岡
山
の
病
院
に
於
て

伯
母
は
長
逝
し
た
。
十
歳
の
我
れ
に
社
会
主
義
を
教
へ
し
伯
母
で
あ
つ

た
。
当
時
少
年
の
胸
に
印
刻
さ
れ
た
る
社
会
主
義
な
る
言
葉
は
十
八
歳
の

青
年
の
頃
、
段
山
（
注
　
尾
崎
士
郎
）
と
相
交
る
に
及
ん
で
内
容
を
持
つ

に
至
つ
た
。
十
九
歳
の
冬
、
山
川
氏
東
上
の
途
次
、
茅
屋
に
立
ち
寄
ら

れ
、
親
し
く
会
談
す
る
に
於
て
癒
々
色
彩
濃
や
か
な
ら
し
め
た
。
爾
後
、

社
会
主
義
思
想
は
我
れ
を
苦
し
め
我
れ
を
救
ふ
。
今
日
に
際
し
、
謹
ん
で

伯
母
の
冥
福
を
祈
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
出
『
三
河
平
野
』
）

　
こ
の
よ
う
な
田
舎
で
は
め
ず
ら
し
く
特
殊
な
環
境
で
育
っ
た
大
須
賀
賢
治
は

早
く
か
ら
社
会
主
義
を
知
り
、
山
川
均
に
会
っ
て
、
い
っ
そ
う
関
心
を
深
め

尾
崎
士
郎
の
落
第
　
（
都
築
久
義
）

た
。
愛
知
二
中
で
尾
崎
士
郎
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
り
、
親
し
い
間
柄
に
な
っ

て
、
二
人
は
将
来
の
進
路
も
共
に
歩
む
こ
と
を
誓
っ
た
よ
う
だ
。
『
私
の
履
歴

書
』
（
前
出
）
で
こ
う
続
け
て
い
る
。

私
が
上
京
し
た
と
き
、
大
須
賀
も
私
の
あ
と
か
ら
、
や
っ
て
き
て
、
共
に

相
結
ん
で
新
し
い
時
代
に
進
路
を
開
こ
う
と
い
う
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

（
彼
は
長
男
で
実
家
の
木
綿
問
屋
を
つ
が
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
が
あ
っ
た

が
、
も
し
父
が
反
対
し
た
ら
家
郷
を
捨
て
て
上
京
し
、
共
に
苦
学
し
よ
う

と
い
う
方
針
ま
で
立
て
た
。
）
そ
う
い
う
事
情
だ
っ
た
の
で
、
私
は
上
京

し
て
早
稲
田
入
学
が
実
現
す
る
と
す
ぐ
、
大
須
賀
と
い
っ
し
ょ
に
山
川
氏

を
訪
ね
る
手
筈
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
の
方
の
計
画
は
順
序
ど
お
り

に
い
つ
た
が
、
大
須
賀
は
つ
い
に
実
家
か
ら
脱
出
す
る
機
会
を
つ
か
む
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　
〈
順
序
ど
お
り
に
い
つ
た
〉
尾
崎
士
郎
が
売
文
社
に
山
川
均
を
初
め
て
訪
ね

た
の
は
、
売
文
社
発
行
の
『
新
社
会
』
（
大
5
・
H
）
に
、
「
シ
ロ
ウ
君
　
今
年

口
口
口
（
注
早
稲
田
）
へ
入
つ
た
ば
か
り
の
一
少
年
で
あ
り
ま
す
…
…
」
と
い

う
記
事
か
ら
推
測
し
て
大
正
5
年
9
月
頃
か
と
思
わ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
尾
崎
士
郎
は
当
時
の
社
会
主
義
者
た
ち
の
梁
山
泊
だ
っ
た

売
文
社
に
出
入
り
し
、
彼
等
と
交
友
を
深
め
、
行
動
を
共
に
し
た
た
め
に
、
手

許
の
近
代
日
本
史
料
研
究
会
編
『
特
別
要
視
察
人
状
勢
一
班
〈
第
八
〉
』
（
明
治

文
献
資
料
刊
行
会
　
刊
行
年
月
不
詳
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
六
年
十
二
月
二
十
四

七
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
－
　
第
三
十
五
号

日
付
で
、
「
特
別
要
視
察
人
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
在
京
の
特
別

要
視
察
人
は
大
杉
栄
、
堺
利
彦
、
山
川
均
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
大
物
が
並
ん

で
お
り
、
弱
冠
十
九
歳
の
早
稲
田
の
学
生
の
分
際
で
こ
こ
に
名
を
並
べ
て
い
る

の
が
目
を
引
く
。

　
尾
崎
の
売
文
社
時
代
は
拙
著
『
若
き
日
の
尾
崎
士
郎
』
（
前
出
）
で
詳
し
く
書

い
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
ふ
れ
な
い
が
、
尾
崎
の
後
を
追
っ
て
上
京
す
る
は

ず
だ
っ
た
大
須
賀
の
方
は
、
手
は
ず
通
り
に
事
が
運
ば
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
尾

崎
士
郎
が
早
稲
田
大
学
に
入
学
し
、
売
文
社
を
訪
ね
た
様
子
を
聞
く
に
及
び
、
’

矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
つ
い
に
出
奔
し
た
。
『
特
別
要
視
察
人
状
勢
一
班
〈
八
〉
』

（
前
出
）
に
は
次
の
よ
う
な
大
須
賀
健
治
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

「
本
人
ハ
同
七
年
一
月
十
三
日
両
親
の
意
二
反
シ
テ
再
ビ
上
京
ノ
途
二
就

キ
同
二
月
十
五
日
ヨ
リ
堺
利
彦
等
ノ
経
営
ス
ル
売
文
社
ノ
受
付
関
係
ト
ナ

リ
（
略
）
右
本
人
ノ
拘
禁
セ
ラ
ル
ル
ニ
至
リ
タ
ル
以
来
本
人
祖
父
及
父
母

等
ハ
大
二
之
ヲ
憂
慮
シ
祖
父
上
京
ノ
上
同
三
月
十
六
日
本
人
同
伴
帰
県
セ

リ
」

　
大
須
賀
健
治
は
祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
帰
郷
し
た
後
の
こ
と
は
『
三
河
平
野
』

に
書
い
て
な
い
が
、
尾
崎
士
郎
が
「
人
生
劇
場
」
で
脚
光
を
あ
び
て
い
た
昭
和

十
二
年
五
月
二
十
一
日
、
自
ら
の
手
で
三
十
九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
か
つ
て

大
須
賀
家
を
訪
ね
た
時
、
尾
崎
士
郎
と
並
ん
で
撮
影
し
た
中
学
時
代
の
写
真
が

数
枚
あ
っ
た
の
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
健
治
に
と
っ
て
こ
の
写
真
に
ど
ん
な

八

思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
涙
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。

　
中
学
時
代
の
級
友
で
影
響
を
受
け
た
の
は
大
須
賀
健
治
で
あ
る
が
、
恩
師
と

し
て
回
想
記
に
頻
繁
に
登
場
す
る
の
は
繁
野
天
来
先
生
で
あ
る
。
尾
崎
士
郎
が

学
外
の
雑
誌
に
社
会
問
題
を
投
稿
し
た
こ
と
で
物
議
を
か
も
し
、
教
員
室
で
も

相
当
厳
し
い
意
見
が
出
た
の
を
、
終
始
一
貫
し
て
尾
崎
士
郎
の
た
あ
に
弁
護
し

て
く
れ
た
の
は
、
英
語
の
教
師
で
あ
っ
た
繁
野
天
来
先
生
で
あ
っ
た
。

繁
野
先
生
は
私
が
一
年
生
の
と
き
の
主
任
教
師
で
あ
っ
た
。
先
生
の
在
職

が
、
眼
に
見
え
な
い
文
壇
と
い
う
も
の
を
一
中
学
生
で
あ
る
少
年
の
私
に

認
識
さ
せ
る
動
機
を
つ
く
っ
た
こ
と
は
特
に
つ
け
加
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
（
略
）
一
種
の
変
則
な
文
学
少
年
で
あ
っ
た
私
を
繁
野
先
生
は
六
年
間

（
当
時
の
中
学
は
五
年
制
で
あ
つ
た
が
私
は
一
年
を
二
回
や
っ
た
の
で
六

年
か
か
っ
て
い
る
。
）
を
通
じ
て
真
剣
に
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。
（
略
）
教

室
の
中
に
い
て
も
興
が
乗
じ
て
く
る
と
誰
に
聞
か
せ
る
と
い
う
わ
け
で
も

な
く
、
バ
イ
ロ
ン
を
論
じ
た
り
、
シ
ル
レ
ル
や
、
ワ
ー
ズ
ウ
オ
ー
ス
に
つ

い
て
語
る
一
見
し
て
風
采
の
あ
が
ら
ぬ
、
素
朴
な
感
じ
の
好
々
爺
の
姿

は
、
今
で
も
私
の
頭
に
ハ
ッ
キ
リ
と
う
か
ん
で
く
る
。
淡
々
た
る
講
義
ぶ

り
に
少
し
の
気
ど
り
も
な
か
つ
た
。
私
た
ち
が
先
生
の
自
宅
に
遊
び
に
ゆ

く
と
、
東
京
に
い
た
こ
ろ
の
文
壇
の
思
い
出
ぱ
な
し
を
し
て
く
れ
た
が
、

あ
た
ら
し
い
時
代
の
風
潮
に
は
同
化
し
き
れ
な
い
も
の
ら
し
く
、
と
き
ど

き
興
奮
の
た
め
先
生
の
顔
に
は
、
若
々
し
い
闘
志
の
み
な
ぎ
っ
て
く
る
こ
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と
も
あ
っ
た

（『

ｬ
説
四
十
六
年
』
講
談
社
　
昭
3
9
・
5
）

　
『
九
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
繁
野
政
留
（
天
来
）
は
明
治
七
年
徳
島
で
生
ま

れ
、
明
治
二
十
七
年
に
上
京
し
て
、
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）

の
文
学
科
に
入
学
す
る
も
三
十
年
に
退
学
。
三
十
八
年
に
検
定
試
験
を
受
け
て

中
学
教
員
の
免
許
を
取
得
し
、
水
戸
中
学
を
経
て
四
十
一
年
に
、
愛
知
二
中
に

赴
任
し
た
。
同
校
を
離
任
し
て
台
北
中
学
へ
転
任
し
た
の
は
、
尾
崎
士
郎
が
卒

業
し
た
大
正
五
年
で
あ
る
。
「
人
生
劇
場
」
で
は
瓢
々
と
し
た
「
黒
馬
先
生
」
の

中
に
、
面
影
を
投
影
さ
せ
て
い
る
が
、
繁
野
天
来
と
の
出
会
い
も
、
中
学
時
代

の
尾
崎
士
郎
の
人
間
形
成
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

か
ろ
う
。

（
三
）

　
『
中
日
新
聞
に
見
る
　
昭
和
の
追
憶
』
（
中
日
新
聞
本
社
　
昭
5
5
・
1
2
）
に

は
、
昭
和
三
十
七
年
の
項
に
「
家
康
ブ
ー
ム
」
の
見
出
し
を
つ
け
、
「
読
書
界
の

話
題
」
と
し
て
次
の
記
事
を
再
録
し
て
い
る
。

直
接
経
営
学
と
は
関
係
な
く
経
営
書
と
し
て
読
ま
れ
た
の
が
「
徳
川
家
康
」

が
は
じ
め
て
。
こ
の
本
が
三
百
五
十
万
部
も
売
れ
た
と
い
う
こ
と
は
異
色

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
こ
と
し
注
目
し
て
よ
い
こ
と
だ
。

尾
崎
士
郎
の
落
第
　
（
都
築
久
義
）

（
中
日
新
聞
　
昭
3
7
・
1
2
・
2
3
）

　
山
岡
荘
八
の
「
徳
川
家
康
」
が
中
日
新
聞
な
ど
地
方
紙
三
社
連
合
系
の
新
聞

に
連
載
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
二
十
五
年
三
月
（
昭
和
四
十
二
年
四
月
終
了
）

で
、
昭
和
二
十
八
年
一
月
、
講
談
社
か
ら
単
行
本
の
刊
行
が
始
ま
り
、
昭
和
四

十
三
年
三
月
、
第
二
十
六
巻
で
終
了
し
た
。

　
昭
和
三
十
七
年
と
い
え
ば
、
三
十
九
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
前
に

し
て
、
日
本
が
高
度
経
済
成
長
を
目
指
し
て
い
た
時
で
あ
る
。
企
業
は
活
気
づ

き
、
企
業
の
経
営
者
た
ち
は
指
針
を
求
め
て
い
た
。
そ
こ
に
登
場
し
た
の
が

「
徳
川
家
康
」
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
家
康
は
小
国
の
三
河
の
国
か
ら
身
を

起
こ
し
、
戦
国
乱
世
を
生
き
の
び
、
三
百
年
ち
か
い
徳
川
体
制
の
基
礎
を
築
い

た
。
そ
の
生
き
ざ
ま
と
政
治
的
手
腕
は
、
競
争
社
会
で
し
の
ぎ
を
け
ず
る
弱
小

企
業
の
経
営
・
管
理
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
経
営
者
や
管
理
職
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
読
ま
れ
、
「
異
色
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
徳
川
家
康
ブ
ー
ム
」
に
水
を
さ
し
た
の
が
尾
崎
士
郎
で
あ
る
。
『
文
芸

春
秋
』
（
昭
3
8
・
7
）
に
「
い
や
な
男
、
徳
川
家
康
」
を
書
い
て
一
石
を
投
じ

た
。

私
は
少
年
時
代
、
ま
だ
岡
崎
中
学
に
在
学
中
、
四
年
か
五
年
の
頃
だ
っ

た
と
思
う
が
、
そ
の
頃
、
一
年
に
春
秋
二
回
刊
行
さ
れ
て
い
た
校
友
会

雑
誌
に
、
「
徳
川
家
康
公
論
」
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
四
五
年
前
、
そ

の
雑
誌
を
何
処
か
ら
か
探
し
だ
し
て
き
て
く
れ
た
人
が
あ
っ
た
の
で
、

九
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愛
知
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徳
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文
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部
・
文
学
研
究
科
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第
三
十
五
号

何
気
な
し
に
読
ん
で
み
る
と
、
文
章
は
、
も
ち
ろ
ん
中
学
生
ら
し
い
舌

足
ら
ず
の
生
硬
な
文
字
に
よ
っ
て
う
ず
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
論
旨
だ
け
は
現
在
私
の
考
え
て
い
る
こ
と
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

る
。

　
中
学
時
代
の
「
徳
川
家
康
公
論
」
は
後
述
す
る
と
し
て
、
「
い
や
な
男
・
徳

川
家
康
」
は
、
「
子
供
心
に
も
不
愉
快
な
印
象
」
、
「
老
檜
陰
険
な
る
狸
親
爺
」
、

「
子
孫
に
残
す
処
世
技
術
」
、
「
家
康
的
人
間
の
流
れ
」
の
見
出
し
で
、
家
康
の

「
冷
酷
な
人
生
観
と
処
世
術
」
が
述
べ
ら
れ

近
頃
、
徳
川
家
康
流
の
処
世
法
が
政
治
家
、
実
業
家
を
問
わ
ず
、
各
会
社

銀
行
の
重
役
や
社
員
た
ち
の
生
活
観
を
風
靡
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞

い
た
。
信
長
や
秀
吉
の
い
な
い
世
界
で
は
、
い
か
に
も
今
日
の
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
現
象
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
（
略
）
、
ロ
ハ
管
、
自
分
の
地
位
を
築

き
あ
げ
る
こ
と
に
汲
々
と
し
て
い
る
小
徳
川
家
康
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
、

う
よ
う
よ
し
て
い
る
と
聞
い
て
、
私
は
唯
、
　
然
自
失
す
る
の
み
で
あ

る
。

と
、
結
ん
で
い
る
。

　
尾
崎
士
郎
が
「
い
や
な
男
・
徳
川
家
康
」
の
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
〈
岡
崎
中

学
に
在
学
中
〉
に
校
友
会
雑
誌
に
「
徳
川
家
康
公
論
」
を
書
い
た
、
と
い
う
の

は
、
正
確
に
い
え
ば
大
正
四
年
四
月
発
行
の
学
友
会
誌
の
「
両
公
記
念
号
」
に

一
〇

書
い
た
論
文
の
こ
と
で
あ
る
。

　
大
正
四
年
は
徳
川
家
康
の
没
後
三
百
年
に
当
り
、
徳
川
四
天
王
の
一
人
と
し

て
功
績
の
あ
っ
た
本
多
忠
勝
と
合
せ
て
、
「
家
康
、
忠
勝
両
公
三
百
年
祭
」
が

岡
崎
で
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
『
九
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
三
百

年
祭
に
協
賛
し
て
、
愛
知
二
中
の
学
友
会
が
発
行
し
た
の
が
、
「
両
公
記
念
号
」

で
あ
る
。

　
手
許
の
に
あ
る
同
誌
を
見
る
と
A
5
判
で
、
二
百
頁
を
越
え
る
大
冊
だ
。
巻

頭
に
は
家
康
と
忠
勝
の
画
像
（
写
真
版
）
が
載
り
、
家
康
の
遺
墨
を
は
じ
め
、

関
係
す
る
写
真
な
ど
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
寄
稿
は
校
長
の
他
教
職
員
が
八

人
、
生
徒
八
十
二
人
。
生
徒
は
一
年
か
ら
五
年
ま
で
の
全
学
年
に
及
ん
で
い

る
。
生
徒
の
文
章
に
は
、
「
予
の
畏
敬
す
る
家
康
公
」
や
「
本
多
忠
勝
公
の
勇

武
」
と
い
っ
た
礼
賛
文
が
多
い
の
は
、
同
誌
の
発
行
の
目
的
か
ら
い
っ
て
当
然

だ
。
し
か
し
「
第
四
学
年
　
尾
崎
士
郎
」
の
一
文
は
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。

題
名
こ
そ
「
徳
川
家
康
公
論
」
だ
が
、
内
容
は
必
ず
し
も
家
康
に
「
畏
敬
」
を

抱
い
た
り
、
単
純
に
礼
賛
し
た
も
の
で
は
な
い
。
書
き
出
し
も
興
味
深
い
。

去
年
の
夏
の
事
な
り
き
、
永
き
日
の
徒
然
な
る
儘
に
、
我
れ
一
日
、
郷
村

を
距
る
約
二
里
、
海
水
浴
場
を
以
て
聞
え
た
る
宮
崎
と
言
ふ
に
遊
び
ぬ
。

碧
波
浩
蕩
、
洋
々
た
る
大
海
は
泌
　
と
し
て
霞
み
渡
り
、
其
前
面
に
浮
び

た
る
緑
滴
る
如
き
島
影
を
眺
め
た
る
時
、
我
が
胸
間
を
掩
ひ
し
妄
念
は
恰

も
快
刀
乱
麻
を
断
つ
が
如
く
に
、
払
去
ら
れ
、
神
気
自
ら
清
澄
な
る
を
覚

え
て
、
暫
く
自
然
の
威
力
の
大
な
る
に
感
ぜ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
り
き
。
（
略
）
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吾
れ
は
愴
然
と
し
て
瞑
想
に
耽
り
き
。
而
し
て
思
ひ
ぬ
。

亦
彼
の
没
せ
ん
と
す
る
太
陽
の
如
き
も
の
な
る
か
な
。

英
雄
の
一
生
も

と
英
雄
論
を
述
べ
た
う
え
で
、
〈
今
絶
世
の
英
雄
、
時
代
の
建
設
者
、
徳
川
家
康

の
半
面
〉
を
次
の
よ
う
に
断
じ
て
い
る
。

徳
川
家
康
の
一
生
は
眞
に
完
全
無
欠
な
る
英
雄
の
一
生
な
り
き
。
彼
の
生

涯
を
探
り
て
、
革
命
的
、
反
逆
的
の
行
為
は
毫
も
見
出
す
能
は
ず
。
然

り
。
彼
は
熱
血
的
英
雄
に
あ
ら
ざ
り
き
。
彼
は
詩
的
英
雄
に
は
あ
ら
ざ
り

き
。
然
り
と
錐
も
其
堅
実
な
る
思
想
、
遠
大
な
る
抱
負
、
巧
妙
を
極
め
た

る
政
治
は
、
亦
以
て
彼
の
英
雄
的
才
幹
を
謹
す
る
も
の
た
ら
ず
ん
う
あ
ら

ず
。
彼
の
一
生
が
熱
血
的
に
非
り
し
が
故
に
彼
は
往
々
世
の
青
年
子
弟
の

好
ま
ざ
る
所
と
な
れ
り
。
彼
が
詩
的
英
雄
た
ら
ざ
り
し
が
故
に
、
世
人
は

屡
々
彼
の
偉
大
を
語
る
事
を
忘
れ
た
り
き
。
然
れ
ど
も
、
筍
も
人
物
を
論

評
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
先
づ
其
、
感
情
的
態
度
を
去
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
余

輩
、
年
少
常
に
功
名
に
憧
憬
す
る
者
、
私
情
を
以
て
論
ず
れ
ば
家
康
は
、

最
も
好
ま
ざ
る
英
雄
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
其
波
瀾
少
き
事
に
於
て
、
其

末
路
の
悲
惨
な
ら
ざ
る
事
に
於
て
、
同
情
す
可
く
欣
慕
す
可
き
貼
の
甚
勘

少
な
れ
ば
な
り

　
尾
崎
が
こ
こ
で
強
調
し
て
い
る
の
は
、
徳
川
家
康
を
「
偉
大
な
る
人
物
」
と

認
め
な
が
ら
、
「
好
ま
ざ
る
人
物
」
だ
と
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
「
其
波
瀾
少
き

尾
崎
士
郎
の
落
第
　
（
都
築
久
義
）

事
」
と
「
末
路
の
悲
惨
な
ら
ざ
る
事
」
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

彼
の
家
康
論
の
根
幹
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
末
路
が
悲
惨
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

好
ん
だ
人
物
だ
っ
た
と
か
い
え
ば
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

　
安
田
武
の
「
戦
争
文
学
の
周
辺
（
二
）
尾
崎
士
郎
論
」
（
『
定
本
戦
争
文
学
論
』

第
三
文
明
社
　
昭
5
2
・
8
　
所
収
）
に
教
え
ら
れ
た
の
だ
が
、
尾
崎
士
郎
は

「
反
古
」
と
い
う
短
文
を
『
講
座
　
現
代
芸
術
』
皿
（
頸
草
書
房
　
昭
3
3
）
の

月
報
（
未
見
）
に
書
き
、
そ
の
中
で
、
大
正
十
五
年
六
月
号
『
不
同
調
』
（
未

見
）
の
「
古
今
の
尊
敬
と
憎
悪
す
る
人
物
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
「
歴
史
上

の
人
物
は
何
ら
の
意
味
で
大
抵
好
き
」
と
注
記
し
な
が
ら
、
「
憎
悪
」
す
る
人
物

と
し
て
、
「
強
い
て
求
む
れ
ば
、
明
治
維
新
の
頃
、
出
没
し
た
気
取
り
や
の
志

士
、
源
義
経
、
弓
削
道
鏡
、
徳
川
家
康
」
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
明
治
維

新
の
頃
の
志
士
は
、
後
に
小
説
の
題
材
に
し
て
い
る
の
で
「
憎
悪
」
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
。

　
ち
な
み
に
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
好
き
な
人
物
と
し
て
、
石
川
五
右
衛
門

や
明
智
光
秀
、
西
郷
隆
盛
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
「
末
路
の
悲
惨
」

だ
っ
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

　
尾
崎
士
郎
は
昭
和
十
年
代
か
ら
歴
史
小
説
を
執
筆
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
最

初
に
取
り
あ
げ
た
の
が
徳
川
家
康
に
敗
れ
た
石
田
三
成
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
中

学
時
代
の
家
康
嫌
い
の
強
さ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　
小
説
「
石
田
三
成
」
が
、
『
都
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
三
年
四

月
か
ら
だ
が
、
折
か
ら
の
「
支
那
事
変
」
で
尾
崎
士
郎
は
従
軍
（
「
ペ
ン
部
隊
」

昭
1
3
・
9
）
し
た
た
め
九
月
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
秀
吉
の
後
継
問
題
が
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
三
十
五
号

中
心
で
石
田
三
成
に
多
く
は
筆
が
及
ん
で
い
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
が
昭
和
十
三
年
十
二
月
に
中
央
公
論
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る

と
、
そ
の
「
序
」
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

私
が
彼
の
性
格
に
傾
倒
す
る
所
以
の
も
の
は
自
分
に
備
わ
る
一
切
の
能
力

を
お
の
れ
の
信
じ
た
る
必
然
の
た
め
に
投
榔
し
て
か
へ
り
み
な
か
つ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。
捨
身
と
言
へ
ば
捨
身
で
あ
る
が
、
し
か
し
弱
輩
に
し
て
天

下
に
号
令
す
る
彼
の
気
醜
は
宿
命
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
一
層
輝
き
を

加
へ
た
と
言
へ
や
う
。
動
乱
の
時
代
に
あ
つ
て
、
ひ
と
す
ち
の
叡
智
の
光

を
た
よ
り
に
動
蕩
す
る
運
命
の
大
き
く
も
り
あ
げ
て
い
つ
た
彼
の
逞
し
さ

は
東
西
古
今
を
通
じ
て
匹
敵
す
る
こ
と
を
求
む
る
こ
と
さ
へ
困
難
で
あ

る
。

　
か
な
わ
ぬ
敵
と
知
り
つ
つ
も
、
捨
身
で
挑
戦
し
、
味
方
の
裏
切
り
で
大
敗

し
、
自
害
も
で
き
ず
に
斬
首
さ
れ
た
と
い
う
三
成
の
末
路
の
悲
惨
こ
そ
、
尾
崎

の
好
き
な
英
雄
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
関
ヶ
原
の
敗
軍
の
将
、
石
田
三
成
を
最
初

の
歴
史
小
説
で
取
り
あ
げ
た
尾
崎
士
郎
は
、
そ
の
後
の
歴
史
小
説
で
関
ヶ
原
合

戦
を
数
多
く
扱
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
敗
者
で
あ
る
西
軍
の
武
将
に
焦
点
を

あ
て
て
い
る
。

　
歴
史
小
説
で
最
初
に
取
り
あ
げ
た
の
は
敗
軍
の
将
石
田
三
成
で
あ
っ
た
が
、

尾
崎
が
政
治
か
ら
文
学
に
点
ず
る
契
機
と
な
っ
た
時
事
新
報
の
懸
賞
短
篇
に
入

賞
し
た
「
獄
中
よ
り
」
は
大
逆
事
件
に
材
を
得
た
小
説
で
あ
り
、
大
逆
事
件
の

一
二

中
心
人
物
で
あ
っ
た
幸
徳
秋
水
を
、
そ
の
思
想
や
思
想
弾
圧
と
い
う
視
点
か
ら

で
は
な
く
、
「
敗
軍
の
将
」
と
し
て
描
き
続
け
た
こ
と
も
、
多
く
の
大
逆
事
件

関
連
の
小
説
の
中
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。

　
拙
著
『
実
説
人
生
劇
場
』
（
前
出
）
に
序
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
尾
崎
一
雄

氏
は
そ
の
中
で
、
尾
崎
士
郎
の
文
学
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
お
ら
れ

る
。

尾
崎
士
郎
は
成
功
者
、
あ
る
ひ
は
時
を
得
顔
の
者
に
背
を
向
け
る
。
彼
の

心
情
を
ゆ
す
ぶ
る
の
は
、
志
を
堅
持
し
な
が
ら
蹉
跣
し
た
悲
運
者
の
姿
で

あ
る
。
青
成
瓢
吉
、
石
田
三
成
、
立
花
宗
成
と
名
を
挙
げ
る
ま
で
も
な

く
、
尾
崎
士
郎
作
品
の
主
人
公
は
す
べ
て
悲
運
者
、
敗
残
者
で
あ
る
。
人

間
と
し
て
、
同
時
に
作
家
と
し
て
、
尾
崎
士
郎
に
冠
し
て
最
も
適
し
た
パ

セ
テ
イ
ク
ー
こ
れ
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
尾
崎
士
郎
文
学
の
原
点
は
ま
さ
に
、
こ
の
「
徳
川
家
康
公
論
」
に

あ
ろ
う
。
し
ば
し
ば
文
学
者
の
原
点
は
処
女
作
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
尾
崎

士
郎
の
処
女
作
は
、
そ
の
意
味
で
は
「
徳
川
家
康
公
論
」
で
あ
る
と
い
っ
て
も

よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

一149一


